
令和6年度　主要事業評価シート

　　　

Ｈ 年度 ～ Ｒ 年度

令和５年度 令和６年度 令和７年度

予
算
額

53,712千円 11,000千円

44,000千円 77,307千円 11,000千円 1,100千円 1,000千円

139,973千円 22,000千円

22,000千円 22,000千円 2,000千円

167,000千円

③
事
業
の
実
施
状
況

（
P
・
D

）

86,261千円 1,100千円

活動実績

（計画通り実施できたか）

西野公園における藤棚の更新や複合遊
具（インクルーシブ対応を含む）の更新工
事が完了し施設の長寿命化が図られた。
亀山公園のローラースライダーについて
は、遊具更新のインクルーシブ対応に伴
い、関係団体との懇談会や市民アンケー
トを実施し意見集約を行ったが、意見集
約に時間を要したことから、工事の実施
には至らなかった。

亀山公園大型複合遊具等の更新につい
ては、公募型プロポーザル方式により、わ
んぱく広場内にある遊具の一体的な整備
が完了し、施設の長寿命化を図ることが
できた。

東野公園複合遊具等の更新について
は、公募型プロポーザル方式により、チ
ビッコ広場内にある遊具の一体的な整備
が完了し、施設の長寿命化を図ることが
できた。

事業計画

〇公園施設更新工事 〇公園施設更新工事 〇公園施設更新工事 〇公園施設更新工事

令和４年度年度

決
算
額

事業費

国・県支出金

0千円

8,404千円

4,202千円

9,900千円

0千円 9,900千円

国・県支出金

地方債

その他

一般財源

0千円 0千円

①期間内計画額（R4-7） 167,000千円 ②期間外計画額（R8-） -  ①＋②総計画額

29,000千円 62,712千円 11,000千円 11,000千円 1,000千円計
画
額

0千円

4,202千円

70,000千円

35,000千円

35,000千円

8,404千円

4,202千円

0千円

0千円

4,202千円

73,000千円 140,019千円

事業の対象（誰に、何に対して）

事業期間 主な根拠法令等 都市公園法29

事業の目的（どのような状態にしたいのか） 事業の内容（どのような取組を行うのか）

長寿命化計画の対象公園である3公園（亀山公
園・西野公園・東野公園）において、老朽化してい
る施設の機能保全を行い、公園利用者の安全対
策を図る。

公園施設長寿命化計画に基づき、3公園の施設の老朽化に対す
る更新を計画的に進める。特に、健全度がC・D判定である遊戯施
設については、幼児や児童の安全対策を確保するため、優先的に
修繕、更新を進める。

地方債

その他

一般財源

事業費

部

課

予
算
科
目

会計 担当部署

建設部
04：都市計画費

02：公園管理費

事業名 評価分類

款

項

目

A1

都市整備課
市街地整備Ｇ

補助等 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）①
基
本
事
項

施
策
体
系

22007

-

都市公園

公園施設長寿命化事業

01：一般会計

事業手法

施策の方向

重点プロジェクト

01：魅力的な都市空間の形成

03：安らぎのある都市の形成

01：「健都さぷり＋」プロジェクト

01:快適さを支える生活基盤の向上

計画コード

施策の大綱

基本施策

②
事
業
概
要

（
P

）

事業の必要性（経緯・背景等）

市が管理する公園は、設置から年数が経過し、公
園施設の老朽化が顕在化してきている。今後は、
進展する老朽化に対し、公園施設長寿命化計画
に基づき、予防保全型管理や事後保全型管理に
よる適切な公園維持管理を計画的に進める必要
がある。

直営

08：土木費

一部委託 全部委託



（令和6年度予算額の内訳）

0千円

22,000千円

0千円

令和7年度

2

実績値 1

6

5

8

建設部　都市整備課　市街地整備ＧＬ　山里　淳一

建設部　都市整備課長　橋本　了

継続（現状維持）

計画値

箇所

計画値

前年度からの繰越額

当年度の最終予算額

次年度への繰越額

⑤
成
果

（
Ｃ

）

判定

A
十分な成果を得た

事業実施により得られた成果（誰に（何に）対してどのような効果があったか

東野公園において、遊具等の更新を実施し、公園施設の長寿命化が図れた。ま
た、既存の遊具をインクルーシブ対応遊具へ更新するとともに、新たに健康器具を
設置したことで、年齢や障がいの有無を問わず、すべての人が一緒になって楽し
める環境を整えることができた。

④
指
標

（
Ｃ

）

⑥
課
題

（
Ｃ

）

⑦
事
業
の
展
開

（
Ａ

）

事業の達成状況等を踏まえた課題事項

公園遊具の更新を行うためには、遊具単体ごとの更新を行うのではなく、当該公園の遊具を一体
的に捉え、「利用者のニーズに対応した配置変更を含む遊具更新」を検討する必要がある。

方向性

改善・見直し内容

令和8年度以降で対応するもの令和7年度で対応する（した）もの

１次評価者

最終評価者

継続（現状維持） 現状どおり事業を継続する
【
履
歴

】

東野公園において、長寿命化計画で老朽化し
ている施設（ラダー）の更新を行う。

公園施設長寿命化計画に基づき、老朽化に対
する更新を計画的に進めるとともに、更新にあ
たっては、遊具の配置変更も含め、利用者ニー
ズに対応した遊具整備を行う。

区分単位 令和4年度種別

活動

令和5年度 令和6年度

9計画値

実績値

説明等

健全度判定結果に基づき更新した公園施設の数
8

公園施設更新数（累計）

指標名

（
再
掲

）

実績値

事業の対象

都市公園 長寿命化計画の対象公園である3公園（亀山公園・
西野公園・東野公園）において、老朽化している施設
の機能保全を行い、公園利用者の安全対策を図る。

事業の目的

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

事業展開

成果判定 B

継続（現状維持）

A

継続（現状維持）

A


